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主な試験研究課題の紹介  

             岡山県農林水産総合センター 畜産研究所 経営技術研究室 

 

本年度は７課題、７事業及び産学官連携

研究として２課題に取り組んでいきます。

以下に主要な５課題の概要を紹介します。 

 

【【【【研究内容研究内容研究内容研究内容】】】】 

１１１１：「：「：「：「おかやまおかやまおかやまおかやま四四四四ツツツツ☆☆☆☆子牛子牛子牛子牛」」」」育成技術育成技術育成技術育成技術のののの

確立確立確立確立 

（（（（H23H23H23H23～～～～25252525）））） 

 子牛市場の価格低迷の要因に、子牛発

育のバラツキが指摘されており、斉一性

のある子牛作りが求められています。こ

のため、市場で高値取引が期待できる子

牛基準「おかやま四ツ☆子牛」を定め、

上場頭数の 30％の適合を目標とした子牛

づくりを推進しており、当該基準を達成

するための子牛育成技術の確立を図りま

す。 

 そのために、粗飼料の食い込みが旺盛

で発育と肋腹の豊かな子牛づくりを目指

し、「インプリンティング（刷り込み効

果）」を生かした哺乳技術や育成期にお

ける TMR 給与技術を検討します。  

 

 

 

 

        

      

    

 

インプリンティング効果を 

活用したロボット哺乳技術 

          

２２２２：：：：食品製造副産物食品製造副産物食品製造副産物食品製造副産物によるによるによるによる飼料価値向上飼料価値向上飼料価値向上飼料価値向上

技術技術技術技術のののの開発開発開発開発 

（（（（H23H23H23H23～～～～25252525）））） 

 乳用牛の泌乳初期には産乳量の伸びに

飼料摂取量が追いつかず、エネルギーバ

ランスが崩れることから、消化性の良い

良質粗飼料を給与することが求められま

す。 

 一方、ここ数年、水田のフル活用から

作付け面積が増加している稲 WCS（ホー

ルクロップサイレージ）の利用を進めて

いますが、稲 WCS や熟期のすすんだ牧草

は消化率が低く高泌乳牛への多給は困難

とされています。 

 そこで、粕類等食品製造副産物の消化

性向上機能を活用し、稲 WCS 等の飼料価

値の向上を図る利用技術を検討します。 

稲 WCS の給与 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィステルによる消化特性試験 



 

 

３３３３：：：：バイオマスバイオマスバイオマスバイオマスをををを活用活用活用活用したしたしたした効率的効率的効率的効率的エネルエネルエネルエネル

ギーギーギーギー回収技術回収技術回収技術回収技術のののの研究研究研究研究 

（（（（H20H20H20H20～～～～24242424）））） 

 化石エネルギーの消費によって発生す

る CO２は地球温暖化の原因物質として環

境にも深刻な影響を与えることが予測さ

れており、畜産分野においても化石エネ

ルギーに代替する技術として家畜ふん尿

を活用したメタン発酵技術の開発が進め

られています。 

 そこで、これまでのメタンガス発生量

の増加技術の開発に加え、低コストで実

用性の高い燃料電池の開発に向けた試験

研究を岡山大学と共同で実施し、家畜排

せつ物からの低コストで、より効率的な

エネルギー回収技術の実用化を図ります。 

バイオマス利活用実証展示施設 

    

４４４４：：：：家畜家畜家畜家畜ふんふんふんふん尿処理過程尿処理過程尿処理過程尿処理過程におけるにおけるにおけるにおける温室効温室効温室効温室効

果果果果ガスガスガスガス削減技術削減技術削減技術削減技術のののの開発開発開発開発 

（（（（H23H23H23H23～～～～25252525）））） 

 温室効果ガス削減については、地球規

模の課題となっており、IPCC（気候変動

に関する政府間パネル）第４次報告(200

7)において、地球温暖化は、生態系等農

林水産業や食糧問題にも大きな影響を及

ぼすことが予測されています。 

 しかし、畜産経営に起因する温室効果

ガスの測定は十分行われていないため正

確な発生量が把握されておらず、早急な

データ収集と対策が求められています。 

 そこで、国や他県と連携し、家畜ふん

尿処理過程からの温室効果ガス等の発生

要因を分析した上で、その抑制技術を開

発します。 

    堆肥化試験用装置 

 

５５５５：：：：近赤外分光法等近赤外分光法等近赤外分光法等近赤外分光法等をををを用用用用いたいたいたいた堆肥堆肥堆肥堆肥のののの迅速迅速迅速迅速

診断法診断法診断法診断法のののの確立確立確立確立 

（（（（H23H23H23H23～～～～24242424）））） 

 有機農作物に欠かせない家畜ふん堆肥

（以下、堆肥）は、肥料成分にバラツキ

が大きいため、過剰施用等による障害の

発生を懸念して利用を敬遠する耕種農家

が少なくありません。 

 一方、堆肥を主体とする施肥設計を精

確に行うために必要な肥料成分等の分析

は、時間とコストがかかるため利用が進

んおらず、短時間で多項目の分析が可能

な近赤外分光法の応用が進められたまし

たが、それでもまだ１週間弱の時間を要

するのが現状です。 

近赤外分光装置 

そこで、分析完了までの時間をさらに

短縮すべく、同法における前処理工程の

簡略化を検討します。  



 

 

 

 最後に、これらの課題だけでなく、IT

を活用した放牧牛遠隔管理システムの構

築、DNA マーカーを指標とした牛の育種手

法の開発に関する研究、大学や民間企業

と連携し研究を進めているジャージー牛

肉加工品の開発や種雄豚の精巣機能を改

善するローヤルゼリー添加飼料の開発な

ど、より生産現場で利用しやすい技術の

開発を進めていきます。 

 

 

 

 

 


